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結論：

妊婦の睡眠時間はSGAの有意なリスク因子ではなかった。

Maternal sleep and small for gestational age infants in the Japan Environment
and Children’s Study: a cohort study

妊婦の睡眠とSmall-for-Gestational-Age（SGA）との関連に関する研究 (JECS)

論文概要の和文様式

妊婦の睡眠時間、睡眠の質とSGAとの関連を明らかにすること

第1次一部固定データを用いた。サンプルサイズは8631組である。睡眠時間は起床時刻と就寝時刻から算出した。
睡眠の質的指標として、5つの項目（１.眠りの深さ、２.覚醒時の気分、３.入眠障害、４.中途覚醒、５.昼間の眠気）に関
する質問票の回答を用い、多変量解析を行った。

睡眠時間、本研究の睡眠の質に関して、SGAと有意な関連は認められなかった。

睡眠に関する情報は質問紙により得られたものであり、直接生理学的指標を用いていない点は、本研究の限界であ
る。
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